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協働から共創のまちづくりへ 

 

 

平成から令和の時代を迎え、さらに令和２年、新型コロナウイルス感染が世界中 

で猛威を振るい、新しい生活様式が求められるなど社会・経済システムが大きく変 

化しました。このように時代が変わる時、私たちは常に経験したことのない新たな事態に不安を感じながら

社会を変革し、歴史を重ねてきました。そして今こそ歴史を振り返り、新たな時代の先駆けとして未来を切

り開いていかなければなりません。 

平成２８年度にスタートした１０カ年計画「かわにし未来ビジョン」は、令和２年度に前期５年間が終了し

ました。新庁舎整備、産業振興、健康長寿推進、子育て支援の充実、移住定住の促進、交流拡大、社会資

本整備など毎年事業評価を加えながら改善し、まちづくりを進めてまいりました。 

一方、平成２６年、国は人口減少に歯止めをかけ、東京圏への人口集中を是正するとして「まち・ひと・し

ごと創生法」を制定し、地方に対して総合戦略と人口ビジョンの策定を求めました。本町では、平成２７年

に「川西町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、令和２年度まで推進してきました。人口減少を克服

するため、地域経済活性化、移住・定住促進、女性活躍、生涯現役のプロジェクトとリーディングプロジェ

クトとして、本町の一番の強みである公立置賜総合病院周辺の高度な土地利用（メディカルタウン整備）

を推進してきました。 

それぞれに町の最大の課題である人口減少や少子高齢化を見据え、若者定着や持続性のあるまちづ

くりなどを図るため、これまでの取り組みの成果を総括、新たな社会変化に対応し、令和３年度から５年間

の事業の指針を示す「かわにし未来ビジョン後期基本計画」並びに「第２期川西町まち・ひと・しごと創生総

合戦略」を策定しました。 

本計画においては、事業の継続性を念頭におきながら、新たな潮流として平成２７年に国連で合意され

た持続可能な開発目標ＳＤＧｓの視点を取り入れました。さらに激甚化・頻発化する自然災害への対応、コ

ロナ禍における生活様式の変化、デジタル化の推進、関係人口の創出など町の課題を克服する新たな施

策を盛り込みました。 

本町では、平成１６年に「川西町まちづくり基本条例」を制定し、町民と行政が連携する「協働のまちづく

り」が着実に前進してきました。この成果を踏まえ、新型コロナウイルスという新たなバリアを乗り越え、そ

して町民誰もが豊かさを実感できる「共創のまちづくり」を町民の皆様と共に創り上げたいと思います。 

計画策定に当たり貴重なご意見をたくさんいただき感謝申し上げます。今後とも川西町の発展のため皆

様のご尽力、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 
令和３年３月               

川西町長  原 田 俊 二 



かわにし未来ビジョンについて           
 

かわにし未来ビジョン（第５次川西町総合計画）における前期基本計画の計画期間が令和２年度で終

了することから、令和３年度からの後期５カ年の後期基本計画を策定しました。構成と期間は以下のと

おりです。 

 

〇 基本構想 ≪計画期間：１０年≫ 

基本構想は、本町のまちづくりの将来を展望し、これを実現するための基本目標、施策の大綱を示

すものであり、本町が目指すべき方向を明確にするものです。 

〇 基本計画 ≪計画期間：５年≫ 

基本計画は、基本構想に掲げた施策の大綱を具現化するために、基本目標の分野ごとに基本的施策

を体系的に示すものです。後期基本計画は４４の施策と、リーディングプロジェクトを含めた６のプロ

ジェクトで構成します。 

また、第２期川西町まち・ひと・しごと創生総合戦略の具体的な取り組みを後期基本計画のプロジェ

クトに位置付けます。 

〇 実施計画 ≪計画期間：３年≫ 

基本計画の基本的施策を実行していくための具体的な事業計画を示すもので、その時々の行政需要

を勘案し、３カ年を期間として実施計画を別途策定するとともに毎年、見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 計画の進行管理 

毎年度、庁内で実施する内部評価に加え、川西町まちづくり委員会による外部評価を実施し、町民意

見を反映していきます。

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 
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実施計画 見直し 

実施計画 

見直し 



後期基本計画策定方針               
 

後期基本計画では、前期５カ年での取り組みを踏まえ、課題や社会的情勢の変化に的確に対応して

いくため、令和３年度から令和７年度までの後期５カ年の基本的施策を示します。 

また、後期基本計画には、次に示す取り組みや視点を取り入れ一体的な推進を図ることにより、人

口減少や少子高齢化等の諸課題に対し、効率的かつ効果的な取り組みを進めていきます。 

 

１ 第２期川西町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

本町では、平成２７年に「川西町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、人口減少克服と地

方創生に向けて取り組みを進めてきました。「川西町まち・ひと・しごと創生総合戦略」も「かわにし

未来ビジョン」も、持続可能なまちづくりを目指すという点で方向性は同じであることから、「第２期

川西町まち・ひと・しごと創生総合戦略」（計画期間５年）を後期基本計画と一体的に策定し、具体的

な取り組みをプロジェクトに位置付けます。 

 

２ 第４次川西町男女共同参画推進計画 

本町では、平成１８年に「川西町男女共同参画推進計画」を策定し、男女が相互に認め合い、尊重

する男女共同参画社会の実現を目標に取り組んできました。「第４次川西町男女共同参画推進計画」を

後期基本計画のプロジェクト（男女共同参画推進プロジェクト）に位置付け、効果的な取り組みを進

めていきます。 

 

３ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標） 

ＳＤＧｓ（エスディージーズ）は、２０１５（平成２７）年の国連サミットにおいて全会一致で採択

された国際社会全体の共通目標です。「誰一人取り残さない」持続可能な社会の実現を目指し、２０３０

（令和１２）年を年限とした１７の国際目標と１６９のターゲットで構成されています。 

誰一人取り残さない持続可能な社会の実現は、「かわにし未来ビジョン」で目指すまちの姿と共通の

ものであることから、後期基本計画ではＳＤＧｓの理念や考え方を意識した取り組みを進めていきま

す。 

 

 

 

 

  



施策の柱① 地域を支える自立したコミュニティづくり
施策１ 地域づくりの推進

施策２ 地域コミュニティの維持

施策の柱② 快適で住みよい環境づくり
施策１ 多様な住宅環境の整備

施策２ 総合的な雪対策の充実

施策３ 住みやすい環境づくりの推進

施策４ 暮らしを支えるインフラの維持

施策の柱③ 時代に応じた都市機能づくり
施策１ 医療、住宅、商業が融合したまちづくりの推進

施策２ 中心市街地の活性化

施策の柱④ 安全で機能的な交通ネットワークづくり
施策１ 幹線道路ネットワークの整備促進

施策２ 生活道路等整備促進

施策３ 生活公共交通の確保

施策の柱⑤ 安全安心な暮らしづくり
施策１ 防災体制の充実

施策２ 安心な生活環境づくりの推進

ひとづくり ちいきづくり しごとづくり

「集まる」まちをつくる 「楽しい」まちをつくる 「挑戦する」まちをつくる

視 点

分 野 別 目 標

緑と愛と丘のあるまち

夢と愛を未来につなぐまち ～ 田園回帰の時代の流れの中で ～

「協働」そして「共創」へ

将来像

基本目標

テーマ

施策の柱① 豊かさをもたらす強い農業づくり
施策１ 戦略的農業経営の確立

施策２ 安定した生産体制の確立

施策の柱② 相互に連携する産業づくり
施策１ 産業間ネットワークの促進

施策２ にぎわいのある商業の振興

施策３ ものづくりを育む工業の振興

施策の柱③ 多様な仕事を生み出す戦略づくり
施策１ 企業誘致の促進

施策２ 起業者の発掘・育成

施策３ 産学官金労言連携の促進

施策４ 再生可能エネルギーの利活用

施策の柱④ 魅力ある観光づくり
施策１ ふれあいの丘の機能充実

施策２ 広域的な観光資源活用と連携強化

施策３ 効果的な観光情報発信の強化

施策の柱⑤ 効果的で効率的な行政運営づくり
施策１ 公共施設の計画的な整備

施策2 行財政改革の推進

施策３ 広域行政の推進

分野ごとの施策の柱と施策

施策の柱① 未来を担うひとづくり
施策1 まちづくりを支える人材の確保・育成

施策2 人をつなげる交流の促進

施策3 心を豊かにする学びの促進

施策の柱② 女性が輝く社会づくり
施策1 女性の能力が発揮しやすい環境の整備

施策2 誰もが安心して暮らせる環境の整備

施策の柱③ 子どもが夢を持ち健やかに育つ環境づくり
施策1 子育て環境の充実

施策２ 地域・家庭・学校が連携した教育の推進

施策3 幼児・児童・生徒の学ぶ力の育成

施策４ 健やかに育む教育環境の充実

施策の柱④ 生涯現役で生活できる健康元気づくり
施策1 心と体の健康づくりの推進

施策２ 地域医療の充実

施策３ 地域福祉の推進

施策４ 高齢者福祉の充実

施策５ 障がい者（児）福祉の充実

施策の柱⑤ 川西ブランドづくり
施策１ 地域資源の評価と共有

施策２ 川西ブランドの構築と活用

プロジェクト／第２期川西町まち・ひと・しごと創生総合戦略

プ ロ ジ ェ ク ト は 、 施 策 を 横 断 し 重 点 的 に 推 進

リーディングプロジェクト メディカルタウン整備推進プロジェクト
戦略① 定住人口の創出 戦略② 民間施設の誘致促進

地域経済活性化

プロジェクト

戦略① 農業所得の向上と担い

手の育成

戦略② 雇用の創出

戦略③ 魅力ある観光

戦略④ 中心市街地の活性化

移住・定住・交流促進

プロジェクト

戦略① 若者世代の定着

戦略② 移住・定住支援の充実

戦略③ 暮らしやすいまちづく

り

戦略④ 交流・関係人口の拡大

男女共同参画推進

プロジェクト
（第４次川西町男女共同参画推進計画）

戦略① 男女共同参画意識の醸

成

戦略② 能力を発揮し活躍でき

る環境の整備

戦略③ 健康で豊かに暮らせる

環境の整備

町民総活躍

プロジェクト

戦略① 多様な人材の活躍促進

戦略② 生きがいづくりと健康

寿命の延伸

戦略③ 置賜農業高等学校の魅

力化

安心して暮らせる

まちづくりプロジェクト

戦略① 災害に強いまちづくり

戦略② 感染症等による新たな

日常への対応

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

パターン１ 15,751 14,228 12,783 11,443 10,148 8,869 7,655

パターン２ 15,751 14,256 12,886 11,650 10,435 9,220 8,045 6,992 6,099 5,325 4,624

パターン３ 15,751 14,927 14,122 13,428 12,747 12,019 11,314 10,668 10,130 9,682 9,272
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かわにし未来ビジョン（第５次川西町総合計画）後期基本計画・第2期川西町まち・ひと・しごと創生総合戦略 【ダイジェスト版】 令和３年３月 山形県川西町

人口ビジョンは、人口の現状を分析し、今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を提示

するものであり、総合戦略を策定するうえで重要な基礎となるものです。

下記によるシミュレーション（パターン３）により、２０１５（平成２７）年度に策定した

人口ビジョンと同様、２０４０（令和２２）年の定住人口１２，０００人を目標とします。

○パターン１ 国立社会保障・人口問題研究所による２０１７（平成２９）年度推計値

○パターン２ 合計特殊出生率が人口置換水準（人口を長期的に一定に保てる水準の２．１）

まで上昇したと仮定した場合

○パターン３ 合計特殊出生率を国が長期的な見通しで仮定値とした２０２０（令和２）年に

は１．６程度、２０３０（令和１２）年以降は１．８程度を維持した場合、か

つ人口移動がゼロと仮定した場合

人口ビジョンにおける人口推計

人口減少克服・地方創生
【２０４０（令和２２）年人口目標 １２，０００人】
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